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結
成
し
て
か
ら
四
年
目
に
な
り
ま
七

た
。
主
な
活
動
は
、
年
間
を
通
じ
て
学

校
の
体
育
施
設
を
利
用
し
て
週
二
回
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

　
今
年
か
ら
、
部
落
放
送
を
使
っ
て
公

民
館
前
を
会
場
に
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を

始
め
ま
し
た
。
農
繁
期
も
体
が
ほ
ぐ
れ

て
仕
事
に
取
り
か
か
り
や
す
か
っ
た
と
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　
季
節
に
合
せ
た
活
動
は
、
冬
は
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
部
落
全
員
で

の
ス
キ
ー
大
会
、
子
供
達
と
弁
当
持
参

の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
、
小
正
月
の
鳥
追
い

等
、
春
か
ら
降
雪
期
ま
で
は
、
毎
月
第

一
、
第
三
日
曜
日
の
農
休
日
に
は
部
落

の
中
心
を
通
る
町
道
を
町
や
関
係
部
落

の
協
力
で
遊
戯
道
路
と
し
て
開
放
し
て

い
た
だ
き
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
な
わ
飛

び
等
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
夏
は
、
お
盆
に
都
会
か
ら
の
帰
省
客

も
参
加
し
て
の
運
動
会
、
観
光
バ
ス
を

使
っ
て
の
海
水
浴
、
こ
れ
は
親
子
と
も

一
番
楽
し
み
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

　
そ
の
他
、
友
ノ
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
以

外
に
も
、
部
落
行
事
の
手
伝
い
や
、
交

通
指
導
会
、
納
涼
大
会
、
出
稼
者
を
送

る
場
を
壮
行
会
の
開
催
等
楽
し
み
な
が

ら
話
し
合
え
る
場
を
作
る
よ
う
な
活
動

も
し
て
い
ま
す
。
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
　
⑬

健
康
に
自
信
が
あ
り
ま
す
か

　
　

循
環
器
検
診
で
確
か
め
て
下
さ
い

　
松
代
町
の
五
十
二
年
の
死
亡
統
計
に

よ
り
ま
す
と
、
七
十
四
人
の
う
ち
二
十

二
人
が
心
臓
病
で
、
十
九
人
が
脳
卒
中

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
循
環
器
系
疾

患
の
し
め
る
割
合
は
、
五
十
四
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。
年
令
別
に
み
ま
す
と
、
三

十
代
　
一
人
、
四
十
代
　
一
人
、
五
十

代
　
四
人
、
六
十
代
　
十
人
と
、
働
き

ざ
か
り
の
若
い
人
達
の
死
亡
が
毎
年
出

て
い
ま
す
。

　
循
環
器
検
診
も
今
年
で
五
年
目
を
む

か
え
ま
し
た
。
検
診
が
始
ま
っ
た
頃
と

比
較
し
て
み
ま
す
と
、
要
医
療
と
診
断

さ
れ
て
、
放
置
し
て
い
る
人
も
大
部
少

な
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
又
、
高
血

圧
、
尿
異
常
、
動
脈
硬
化
と
診
断
さ
れ

た
人
が
減
少
し
、
逆
に
、
心
障
害
、
高

脂
血
症
、
肥
満
と
診
断
さ
れ
た
人
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
発
症
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切

O

で
す
。
そ
し
て
健
康
を
確
認
す
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
循
環
器
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　
　
　
☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

○
期
日

　
　
七
月
四
日
・
五
日
・
六
日
・
七
日

○
場
所

　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

o
対
象

　
　
四
十
オ
か
ら
六
十
四
オ
ま
で

　
　
（
出
稼
者
を
除
く
）

○
内
容

　
　
一
次
ー
問
診
・
検
尿
・
計
測
・
血

　
　
　
　
　
圧
測
定

　
　
二
次
ー
心
電
図
・
眼
底
・
血
液
検

　
　
　
　
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

　
　
　
　
中
性
脂
肪
）

検
診
結
果
が
判
明
し
だ
い
、
異
常
者

の
事
後
指
導
会
、
又
検
尿
で
糖
が
多
く

出
た
方
に
対
し
、
糖
尿
病
教
室
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　
本
年
も
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
6
月
中
に
役
場
福
祉
係

ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

二
　
日
時
・
場
所

　
7
月
11
日
（
火
）
午
前
9
時
～
皿
時

　
松
代
町
老
人
憩
の
家
渋
海
荘
で

2。

　
相
談
科
目

　
整
形
外
科
の
み

　
新
潟
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
医

　
師
等
が
担
当
し
ま
す
。

3。

相
談
内
容
　
　
　
、

　
ω
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め

　
　
の
診
断

　
ω
補
装
具
の
交
付
や
修
理
の
た
め
の

　
　
診
断

　
　
義
足
、
義
肢
、
車
椅
子
、
便
器
、

　
　
補
聴
器
な
ど
の
交
付
や
修
理
を
受

　
　
け
た
い
方

　
⑥
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
変
更
の

　
　
た
め
の
診
断

生
　
相
談
の
対
象
者

　
ω
身
体
に
永
続
的
な
障
害
を
持
つ
者

　
　
を
対
象
と
し
、
一
時
的
疾
病
は
対

　
　
象
外
で
す
。

　
③
身
障
手
帳
を
持
っ
て
い
る
者
は
、

　
　
当
日
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
申
し
込
み
の
際
、
相
談
内
容
（
手
帳

交
付
、
補
装
具
交
付
、
修
理
、
等
級
変

更
）
も
忘
れ
ず
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
　
福
祉
係
）

（大学卒）

　
　
中

官
集

察
募

警一

受付6月26日～7月24日
詳細は、警察派出所・駐在所・役

場へ

“子どものよりよい

　幸せのために“

無勤

家庭相談室を

ご利用下さい。

（2）

　
ど
ん
な
不
幸
な
子
ど
も
で
も
一
人
の

人
間
と
し
て
尊
ば
れ
、
社
会
の
一
員
と

し
て
重
ぜ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
の
ヒ
ズ
ミ
の
中
で
不
幸
な
子
ど
も

を
抱
え
お
困
り
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
家
庭
相

談
室
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
方
が
た
の
相

談
に
応
じ
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
と
一

し
ょ
に
問
題
解
決
に
努
力
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
方
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
し
、
相
談
も
一
切
無
料
で

す
。　

か
わ
い
い
わ
が
子
の
幸
の
た
め
、
家

庭
児
童
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ω
性
格
、
生
活
習
慣
等
の
相
談

　
神
経
質
、
わ
が
ま
ま
な
子
、
友
達
が

　
で
き
な
い
子
、
偏
食
、
夜
尿
な
ど
。

③
知
能
、
言
語
の
相
談

　
知
能
や
こ
と
ば
の
お
く
れ
、
ど
も
り

　
な
ど
。

㈲
学
校
生
活
な
ど
の
相
談

　
保
育
所
、
学
校
の
集
団
生
活
に
問
題

　
の
あ
る
子
、
長
期
欠
席
な
ど
。

＠
非
行
の
相
談

　
盗
み
、
暴
行
、
家
出
、
夜
遊
び
な
ど
。

㈲
環
境
福
祉
の
相
談

　
養
育
に
欠
け
る
問
題
、
養
育
に
つ
い

　
て
の
経
済
的
な
問
題
な
ど
。

㈲
心
身
障
害
の
相
談

　
心
身
に
障
害
を
も
つ
子
ど
も
の
問
題

　
家
庭
相
談
室
の
所
在
地
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

所
在
地
　
安
塚
町
大
字
安
塚

　
　
　
　
東
頸
城
社
会
福
祉
事
務
所
内

電
話
　
安
塚
（
Ω
五
五
九
〉
二
⊥
三
三
一

相
談
員
　
小
林
ア
イ
・
伊
藤
正
久



　
今
わ
が
国
に
は
、
公
的
年
金
と
呼
ば

れ
る
八
つ
の
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

会
社
や
工
場
に
勤
め
る
人
は
厚
生
年
金
、

船
員
は
船
員
保
険
、
公
務
員
ま
た
は
公

社
な
ど
の
職
員
は
各
種
共
済
組
合
、
農

業
や
自
営
業
な
ど
に
従
事
す
る
人
は
国

民
年
金
…
…
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て

の
国
民
が
そ
の
職
業
に
よ
っ
て
い
ず
れ

か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
、
年
を
と
っ

た
時
や
万
一
の
場
合
に
は
、
所
得
保
障

　
　
　
　

さ
れ
る
　
国
民
皆
年
金
”
の
体
制
が
出

来
て
い
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
ら
の
制
度
か
ら
老
令
（
退
職
）
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
、
国

民
年
金
は
二
五
年
、
厚
生
年
金
や
各
種

共
済
組
合
で
は
二
〇
年
と
い
う
よ
う
に
、

決
め
ら
れ
た
期
間
か
け
金
を
納
め
る
事

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
今
日
の
よ
う

に
多
様
化
し
た
社
会
で
は
、
転
職
す
る

機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
の
年
金
制
度
に

加
入
し
た
人
の
う
ち
に
は
、
ど
の
制
度

の
年
金
も
受
け
る
の
に
必
要
な
期
間
が

な
い
…
…
と
い
う
ケ
ー
ス
も
で
て
き
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
国
民
皆

年
金
制
度
が
無
意
味
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
う
し
た
”
か
け
捨
て
”
を
防

ぐ
た
め
に
、
そ
の
人
が
加
入
し
た
年
金

制
度
の
期
間
を
合
計
し
て
、
一
定
の
年

数
が
あ
れ
ば
、
加
入
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
制
度
か
ら
、
加
入
期
間
に
応
じ
た

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
が
、

「
通
算
年
金
制
度
」
で
す
。
通
算
さ
れ

る
年
金
の
種
類
は
、
老
令
（
退
職
）
・

（
障
害
）
　
・
遺
児
（
遺
族
）
の
三
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

☆
　
六
月
は
国
民
年
金
保
険
料
納
付
月

　
　
（
農
協
口
座
か
ら
引
落
し
月
）

　
六
月
は
、
四
月
・
五
月
・
六
月
の
三

ケ
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
が
農
協
の

預
金
口
座
か
ら
引
落
し
に
な
る
月
で
す
。

預
金
口
座
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
預

金
の
ご
用
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一一羅蒙……………つながる

国民年金＝農林漁業や商業など年

の従事者やその家族等・他の金

　公的年金に加入していない20
歳一6・歳の人が加入　制

厚生年金一会社や蜴轡め人度
　が加入船員保険＝船貝が加入

国家公務員共済組合＝国家公務

　員が加入

地方公務員等共済組合＝地方公

　務員や公立学校の教職員が加

　入

公共企業体職員等共済組合＝国

　鉄，電電，専売など公社の職

　員が加入

私立学校教　済　私灘

松
代
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
三
年
、
七
月
十
九
日
に
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
な
い
ま
し
て
、
今

年
の
七
月
十
四
日
県
下
統
一
選
挙
が
行

な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、

公
職
選
挙
法
が
準
用
さ
れ
ま
す
が
、
ほ

か
の
選
挙
と
違
う
こ
と
は
本
人
の
申
請

に
よ
っ
て
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
有
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
◎
選
挙
権
を
有
す
る
に
は
◎
◎

　
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
を
も
っ
て
そ
の
選
挙
資
格
を

調
査
し
、
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調

整
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
今
年
行
な
わ
れ
る
選
挙
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
名
簿
の
調
整
は
完
了

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
◎
被
選
挙
権
と
は
◎
◎

ω
当
該
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所

　
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ω
年
令
が
満
二
〇
オ
以
上
の
者
で
あ
る

　
こ
と
。

㈹
都
府
県
に
あ
っ
て
は
一
〇
ア
ー
ル
、

　
北
海
道
に
あ
っ
て
は
三
〇
ア
ー
ル
以

　
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
を
営
む
者

＠
禁
治
産
者
、
ま
た
は
選
挙
犯
罪
者
で

　
な
い
者

　
以
上
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
つ

い
て
の
内
容
を
簡
単
に
登
載
し
ま
し
た

が
、
更
に
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
時

は
、
農
業
委
員
会
、
ま
た
は
選
挙
管
理

委
員
会
の
事
務
局
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
し
尿
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
を
設
置

し
た
場
合
は
、
設
置
届
を
町
役
場
経
由

で
保
健
所
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
廃
棄
物
処

理
法
に
基
づ
く
届
出
で
、
こ
れ
は
施
工

の
際
、
施
工
業
者
が
代
行
し
て
く
れ
ま

す
。
）

　
又
し
尿
浄
化
槽
の
設
置
者
に
は
、
法

に
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
維
持
管
理
及

び
保
守
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
怠
る
と
汚
水
の
流
出
、
悪

臭
や
ハ
エ
、
カ
の
発
生
の
原
因
と
な
り
、

付
近
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、

設
置
し
た
と
き
は
、

ω
各
地
区
担
当
の
清
掃
業
者
と
維
持
管

　
理
契
約
を
結
び
、
浄
化
槽
の
清
掃
を

　
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
清
掃
料
及

　
び
点
検
料
が
か
か
り
ま
す
。

ω
保
健
所
の
放
流
水
検
査
を
受
け
て
下

　
さ
い
。
今
年
の
放
流
水
検
査
の
検
体

　
採
水
は
第
－
回
目
が
去
る
5
月
2
9
日

　
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
2
回
目
は
9

　
月
の
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
維
持

　
管
理
契
約
を
す
る
業
者
を
決
定
し
て
、

　
以
後
は
検
体
採
水
も
業
者
か
ら
し
て

　
も
ら
う
予
定
で
す
。

　
せ
っ
か
く
設
置
し
た
浄
化
槽
が
、
正

常
な
機
能
を
発
揮
し
、
そ
の
放
流
水
が

適
正
な
水
質
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
そ

し
て
よ
り
よ
い
生
活
環
境
が
保
て
る
よ

う
、
設
置
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
衛
生
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



問
一
答

戸
籍
の
知
識
⑥

婿
養
子
縁
組

　
　
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。
　
　
”
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㈲
　
昔
の
婿
養
子
縁
組
と
は
ど
ん
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
な
縁
組
な
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
は
現
在
の
養
子
縁
組
と
は
ど
の
．
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閤
　
昔
の
婿
養
子
縁
組
と
い
う
の
は
、

　
養
子
縁
組
と
同
時
に
婚
姻
の
成
立
す

　
る
も
の
を
い
い
、
養
子
と
な
る
者
は

　
男
子
に
限
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

　
父
又
は
母
が
男
子
を
養
子
と
す
る
の

　
と
同
時
に
、
自
分
の
子
（
女
子
）
と

　
婚
姻
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
女
子

　
が
そ
の
家
を
去
る
こ
と
な
く
し
て
婚

　
姻
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、

入
夫
婚
姻
（
女
戸
主
が
そ
の
家
を
去

る
こ
と
な
く
他
家
よ
り
夫
を
迎
え
る

婚
姻
を
い
う
。
）
と
類
似
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
し
か
し
、
入
夫
婚
姻
は
単

に
婚
姻
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
が

婿
養
子
縁
組
は
、
養
子
縁
組
と
婚
姻

と
い
う
二
個
の
身
分
行
為
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、

「
家
」
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
新
憲
法
の
施
行
と
と

も
に
、
家
制
度
が
否
定
さ
れ
た
た
め

家
を
継
ぐ
た
め
の
婿
養
子
縁
組
と
い

う
制
度
も
否
定
さ
れ
、
養
子
縁
組
制

度
は
す
べ
て
「
子
の
福
祉
の
た
め
の

も
の
」
に
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
子
の
福
祉
を
目
的
と

す
る
か
、
家
の
絶
え
る
の
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
す
る
か
が
、
現
在
の
養

子
縁
組
と
、
婿
養
子
縁
組
と
の
最
も

大
き
な
違
い
で
あ
る
と
い
え
る
。

母
子
、
父
子
家
庭
の

慰
安
旅
行
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
県
母
子
福
祉
会
は
県
か
ら
委
託
さ
れ

て
、
母
子
家
庭
の
慰
安
旅
行
を
毎
年
行

っ
て
来
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、
父
子

家
庭
の
皆
さ
ん
か
ら
も
参
加
し
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
頸
城
郡
母
子
福
祉
会
で
も
、
次
の

日
程
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
多
く
の
方
か
ら
参
加
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

・
日
時
　
7
月
3
0
日
（
日
曜
）

。
行
先
　
奥
只
見
湖

。
見
学
　
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン
、
遊
覧
船
、

．
－
・
－
・
－
・
－
●
－
・
ー
ム
・
1
・
－
・
－
●
－
●
－
●
1
9
1
。
－
・
ー
ム
。
「
乙
●
1
9
1
。
－
●
1
。
1
呂
。
「
且
・
「
ユ
9
1
●
－
・
1
・
－
・
1
。
－
・
1
・
－
・
1
．
1
●
－
．
－
。
1
．
－
・
－
．
－

商
工
会
珠
算
検
定

　
　
関
谷
ミ
チ
ル
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
中
一
年
）

　
一
級
に
合
格

関谷ミチルさん

（松代中1年）

　
6
月
4
日
に
松
代
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
第
4
9
回
珠
算
検
定
試
験
で
、
関
谷

ミ
チ
ル
さ
ん
（
松
代
・
関
谷
定
一
郎
さ

　
　
　
　
電
力
館
等
。

・
参
加
費
　
五
百
円
（
一
世
帯
）

　
申
込
み
は
母
子
福
祉
会
長
（
松
代
鈴

木
ギ
ン
）
又
は
町
役
場
福
祉
係
に
7
月

10

日
ご
ろ
ま
で
に
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
母
子
福
祉
会
で
は
相
互
の
連

絡
を
密
に
し
て
、
よ
り
豊
か
な
明
る
い

家
庭
づ
く
り
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
会
に
加
入
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、

是
非
ご
入
会
下
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
　
　
（
社
会
課
　
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
1
・
－
，
－

ん
・
長
女
）
が
見
事
一
級
に
合
格
し
、

二
級
に
柳
泉
さ
ん
（
松
代
小
六
年
）
が

合
格
し
ま
し
た
。

　
以
下
検
定
試
験
の
成
績
で
す
。

受
験
者
総
数
　
　
二
二
七
名

合
格
者
数
　
　
九
〇
名

合
　
格

　
一
級

　
二
級

　
三
級

　
四
級

　
五
級

　
六
級

　
七
級

　
八
級

率
三
九
・
六
四
％

関
谷
ミ
チ
ル
（
松
代
塾
）

柳合
格
者

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

泉
（
　
〃
　
）

　
　
一
四
名

　
　
一
五
名

　
　
一
五
名

　
　
一
八
名

　
　
一
一
名

　
　
一
五
名

（4）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

五
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
二
ん
覆

お
め
で
と
う
斜
衡

永
田
治
人
・
田
島
月
子
　
　
松
代
　
　
高
校

佐
藤
義
和
・
布
施
久
美
子
　
室
野
　
　
平
田

関
谷
　
功
・
関
谷
由
子
　
　
菅
刈
　
　
大
門

樋
口
達
三
・
佐
藤
八
千
代
田
野
倉
久
右
衛
門

柳
　
利
彦
・
関
谷
ふ
じ
え
　
苧
島
倉
や
し
き

瀬
沼
伸
彦
・
小
堺
洋
子
　
　
松
代

柳
　
喜
吉
・
柳
　
成
子
　
　
松
代

柳
　
忠
司
・
斎
藤
政
子
　
　
苧
島

茂
野
孝
蔵
・
小
堺
千
栄
子
　
松
代

武
田
繁
男
・
富
沢
富
子
　
　
松
代

若
月
　
進
・
矢
代
美
佐
子
　
田
代

山
本
耕
一
・
柳
千
枝
子
　
　
犬
伏

市
川
英
世
・
笹
川
裕
子
　
　
松
代

佐
藤
茂
辰
・
富
沢
キ
ヨ
ノ
　
室
野

米
持
　
定
・
市
川
と
し
子
　
室
野

離験　
　
　
　
父
忠
一

若
月
妙
子
　
　
　
長
女
　
孟
地

　
　
　
　
鑛
擢

米
持
輝
幸
　
　
　
長
男
　
室
野

　
　
　
　
母
恵

　
　
　
　
父
義
雄

小
堺
直
美
　
　
　
二
女
　
蒲
生

　
　
　
　
母
俊
子

　
　
　
　
父
一
二

樋
口
敏
男
　
　
　
二
男
　
松
代

　
　
　
　
母
富
子

　
　
　
　
父
厚

鈴
木
　
要
　
　
　
長
男
　
松
代

　
　
　
　
母
恵
美
子

　
　
　
　
父
国
弘

崎
森
め
ぐ
み
　
　
二
女
　
千
年

　
　
　
　
母
ア
サ
子

　
　
　
　
父
文
夫

山
岸
大
介
　
　
　
長
男
　
片
桐
山

　
　
　
　
母
加
代
子

　
　
　
　
父
文
夫

佐
藤
　
誠
　
　
　
二
男
滝
沢

　
　
　
　
母
愛
子

　
　
　
　
父
勝
美

高
橋
知
美
　
　
　
長
女
莇
平

　
　
　
　
母
芙
美
子

　
　
　
　
父
修

池
田
修
一
　
　
　
長
男
　
田
野
倉

　
　
　
　
母
美
智
子

　
　
　
　
父
政
和

富
沢
　
亮
　
　
　
二
男
　
小
荒
戸

　
　
　
　
母
康
子

　
　
　
　
父
和
久

高
橋
真
治
　
　
　
二
男
莇
平

　
　
　
　
母
あ
い
子

　
　
　
　
父
茂

柴
田
麻
子
　
　
　
長
女
　
松
代

　
　
　
　
母
友
子

柳
　
貞
輔
　
　
六
九
才
　
松
代

関
谷
サ
ン

柳
　
豊
栄

山
岸
・
・
、
子

関
谷
キ
ン

※実
」

し
ま
す
。

七
八
才

七
八
才

八
五
才

八
一
才

せ
ね
ま

松
原
屋

中逢
城
山

　
病
院

木
戸
口

伴
年
度

　
源
甚

　
紋
仁

　
羽
場

忠
右
工
門ふノ￥

平
八

卯
八

誠
心
軒

東
建
設

新
屋
敷

こ
や
ど
ん

抜
の
前

村
上

む
け
だ

う
え
の
や
ま

菅
刈

小
屋
丸

蒲
生

池
尻

東
北
電
力

は
ん
べ
え

　
宮
ノ
下

　
隠
居

弥
の
吉

　
堂
ノ
前

　
　
先
月
分
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う
の

高
橋
紘
治
・
フ
ミ
の
三
女
「
弘
美
」
は
「
弘

　
　
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た



ち釜、護6
昭和52年分所得税の

“特別減税。について

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年

分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、

そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の

　
　
　
　
　
次
の
金
額
が
還

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
V

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
五

十
二
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人
で
す
。

た
だ
し
、
利
子
・
配
当
な
ど
の
源
泉
分

離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

〈
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
〉

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

　
本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
六
月
～
七
月
ご
ろ
、
勤
務

先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
給

与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
ニ
カ
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め

に
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先
か

ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
分
に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明
す
る

“
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
”
と
同
じ

方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
人
の
場
合

　
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
、

特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
じ
　
　
ロ
　
ニ
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
じ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

第
32
回
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

　
　
2
4
チ
ー
ム
が
参
加

　
　
予
選
リ
ー
グ
始
ま
る

　
松
代
町
野
球
協
会
（
会
長
・
高
橋
芳

平
）
の
主
催
に
よ
り
、
野
球
を
通
し
て

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
例
年

実
施
し
て
い
る
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

も
、
今
大
会
で
3
2
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
大
会
も
鈎
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
、

5
月
28
日
の
開
幕
試
合
を
皮
切
り
に
、

8
月
下
旬
に
行
な
う
予
定
の
決
勝
大
会

出
場
を
め
ざ
し
て
、
松
代
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
・
山
平
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場

に
4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、
早
期
試

合
に
よ
る
予
選
リ
ー
グ
の
熱
戦
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇　▲

ブ
ロ
ッ
ク
　
◇

　
松
高
ロ
ー
チ
ェ
ス
・
役
場
体
育
部
C

　
商
工
会
青
年
部
A
・
南
青
エ
コ
ー
ズ

　
松
代
ス
ク
ー
ル
メ
イ
ツ
・
商
工
会
B

◇
　
B
ブ
ロ
ッ
ク
　
◇

　
鉄
道
公
団
・
松
代
病
院
・
司
工
務
店

　
田
沢
ギ
ャ
ー
ト
ル
ズ
・
役
場
体
育
部
A

　
伊
沢
ワ
ン
ダ
ー
9

◇　C

ブ
ロ
ッ
ク
　
◇

　
役
場
体
育
部
B
・
寺
田
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

　
蓬
平
ジ
ョ
ー
ズ
・
ア
パ
ッ
チ
一
斗
軍

　
松
代
町
農
協
・
ア
ザ
・
・
、
ヒ
ラ
ー
ズ

◇　D

ブ
ロ
ッ
ク
　
◇

　
儀
明
新
生
・
大
林
福
田
道
路
チ
ー
ム

　
儀
明
タ
イ
ガ
ー
ズ
・
西
松
建
設

　
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ
・
土
木
ク
ラ
ッ

　
シ
ャ
ー
ズ

・
各
ブ
ロ
ッ
ク
上
位
2
チ
ー
ム
が
決
勝

大
会
に
進
出
、
覇
を
競
い
ま
す
。

過
去
の
優
勝
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

第
－
回
昭
諺

87654323130292827262524232221　20】91817】6151413】211　10　9

昭昭昭昭昭昭
383736353433

蒲
生
ダ
イ
シ
ャ
ー
ズ

松
代
青
年
会
チ
ー
ム

　
　
　
〃

　
　
　
〃

松
代
病
院
チ
ー
ム

松
代
青
年
会
チ
ー
ム

郵
便
チ
ー
ム

昭
鈴
春
松
代
病
院
チ
ー
ム

　
　
　
蒲
生
青
年
会
チ
ー
ム

昭
鈴
秋
役
場
体
育
部

昭
ω
　
松
代
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

昭
如
　
役
場
チ
ョ
ン
ガ
ー
ズ

昭
覗
春
蒲
生
ダ
イ
ジ
ャ
ー
ズ

〃
　
秋
松
代
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

昭
43
春
役
場
体
育
部
A

〃
　
秋
　
　
　
〃

昭
必
春
高
校
職
員
チ
ー
ム

“
　
秋
役
場
体
育
部
A

昭
菊
春
松
代
商
工
会
A

〃
　
秋
松
代
病
院
チ
ー
ム

昭
46
春
役
場
体
育
部
A

〃
　
秋
苧
島
デ
ル
ト
マ
ケ
ー
ズ

昭
47
春
役
場
体
育
部
A

〃
　
秋
商
工
会
青
年
部
A

昭
賂
春
役
場
体
育
部
A

〃
　
秋
松
代
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

昭
の
春
　
　
　
〃

〃
　
秋
役
場
体
育
部
A

昭
5
0
春
司
工
務
店
チ
ー
ム

〃
　
秋
商
工
会
青
年
部
A

昭
励
　
土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

昭
駆
　
商
工
会
青
年
部
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



◇作ろう健康◇

一トリムシリーズ②一

☆
生
活
の
中
に

　
　
　
　
運
動
を
入
れ
よ
う
☆

　
誰
で
も
毎
日
の
生
活
時
間
の
中
に
、

食
事
時
間
や
入
浴
時
間
を
取
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
運
動
時
間
を

取
る
べ
き
で
す
。
暇
に
な
っ
た
ら
運
動

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
は
い
つ
に
な

っ
て
も
運
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
運
動
時

間
を
忘
れ
ず
に
取
る
よ
い
方
法
は
、
通

勤
、
食
事
、
入
浴
な
ど
毎
日
実
施
す
る

日
課
と
結
び
付
け
て
お
き
、
自
分
の
も

っ
と
も
実
施
し
や
す
い
運
動
時
間
を
作

り
、
決
め
た
運
動
時
間
を
守
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

）洗面砂 ω
洗
面
ト
リ
ム

㈲
顔
た
た
き
．
．
．
鏡
で
自
分
の
顔
を
み
る

　
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

　
手
の
平
で
顔
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
と

　
く
に
耳
た
ぶ
を
温
か
く
な
る
ま
で
こ

　
す
り
ま
し
ょ
う
。
上
半
身
を
脱
い
で

　
乾
い
た
タ
オ
ル
で
首
、
胸
、
腕
、
腹

　
を
こ
す
り
、
こ
の
習
慣
を
続
け
て
い

　
け
ば
、
皮
膚
の
鍛
練
ば
か
り
で
な
く
、

　
か
ぜ
を
引
き
に
く
い
体
を
つ
く
る
の

　
に
役
立
ま
す
。
眠
け
ざ
ま
し
に
は
効

き
ま
す
。

q
　
　
　
’

　
　
　
少
エ
ィ
エ
ィ

〃（a♪

㈲
水
か
け
…
…
歯
を
み
が
き
、
顔
を
洗

　
う
時
手
の
平
を
動
か
す
洗
い
方
と
、

　
水
を
受
け
た
手
は
そ
の
ま
ま
で
顔
を

　
動
か
し
て
洗
う
洗
い
方
を
ミ
ッ
ク
ス

　
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
洗
面
後
、

　
目
を
あ
け
た
ま
ま
、
一
〇
回
は
水
を

　
か
け
て
ノ
涼
し
い
目
／
●
を
つ
く
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
む

繊
4
　
牽

の
■

　
ビ
　
　
　
　
4

動
↓
松
代
婦
人
会
　
体
力
テ
ス
ト

　
（
垂
直
と
び
）

↑
う
ー
ん
重
く
な
っ
た
の
か
な
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
復
横
と
び
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

＠
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
…
…
ス
ク
ワ
ッ
ト

　
は
か
が
む
と
い
う
意
味
で
す
。
足
を

　
肩
幅
よ
り
や
や
広
目
に
開
き
、
首
の

　
後
ろ
で
指
を
組
ん
で
ひ
じ
を
し
っ
か

　
り
張
り
ま
す
。
背
す
じ
を
伸
ば
し
た

　
ま
ま
、
ひ
じ
を
外
開
き
し
て
深
く
ま

　
げ
て
、
静
か
に
起
こ
し
ま
す
。
息
を

　
吸
い
な
が
ら
し
ゃ
が
み
、
吐
き
な
が

　
ら
立
つ
と
効
果
的
で
す
。
五
回
～
十
回
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
讐
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
慧
身
砿

　
　
　
　
働
指
　
　
》

パ

卑起3←ソひ

　　　　　　　　（c）

o

樹
径
突

↓
田
沢
婦
人
会
　
体
力
テ
ス
ト

　
　
（
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
）

　
体
力
を
保
持
増
進
し
、
健
康
に
自
信

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
為

に
、
み
な
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。　

お
問
い
合
わ
せ
は
町
総
合
セ
ン
タ
ー

ヘ
お
願
い
し
ま
す
。



楽
し
く

走
ろ
う

　
一
般
に
走
る
こ
と
は
苦
し
い
こ
と
だ

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
6
昔
の
軍
隊
で
走

ら
さ
れ
た
苦
し
み
、
学
校
で
罰
で
走
ら

さ
れ
た
苦
し
さ
、
そ
し
て
学
校
時
代
に

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
で
一
〇
〇
〇
m
や
一

五
〇
〇
m
走
っ
た
苦
し
み
は
、
だ
れ
で

も
思
い
出
と
し
て
体
の
中
に
残
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
は
、
本
当
に
、

走
る
こ
と
は
苦
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

動
物
が
走
る
様
子
や
、
子
供
た
ち
が
走

る
表
情
は
本
当
に
楽
し
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。
走
る
事
は
楽
し
い
の
で
す
。
楽

し
い
か
ら
走
り
た
く
な
る
の
で
す
。
ま

ず
昔
の
イ
メ
ー
ジ
は
忘
れ
、
楽
し
く
走

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
一
人
で

日
々
変
り
ゆ
く
松
代
の
自
然
の
中
を
小

鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
走
っ
た
り
、
友

人
と
共
に
話
を
し
な
が
ら
走
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
走
る
事
を
自
由
な
表

現
の
一
つ
、
楽
し
さ
の
表
現
の
一
つ
と

し
ま
せ
ん
か
。

　
練
習
日
は
第
一
、
第
三
日
曜
日
の
、

朝
六
時
三
〇
分
か
ら
松
代
小
学
校
で
行

っ
て
い
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
の
で

是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
松
代
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
）

五
月
二
十
七
日
高
田
城
跡

レ
ー
ス
に
参
加

↑
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

一
周
ロ
ー
ド

〃

剣
道
連
盟
”
か
ら
の
お
知
ら
せ

練
習
を
再
開
し
ま
し
た

　
松
代
町
剣
道
連
盟
（
会
長
柳
一
郎
）

で
は
、
町
体
育
協
会
発
足
に
伴
い
、
名

実
と
も
に
新
機
軸
で
六
月
七
日
か
ら
練

習
を
再
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
方
々
の
参
加
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

◇
　
練
習
日
　
◇

◎
6
月
中
は
松
代
高
校
格
技
場
で

　
毎
週
水
曜
日

　
　
午
後
7
時
半
～
9
時
半
ま
で

◎
7
月
か
ら
は
松
代
小
学
校
体
育
館
で

　
毎
週
木
曜
日

　
　
午
後
7
時
半
～
9
時
半
ま
で

◇
　
連
絡
先
　
◇

松
代
　
高
野
昭
司

役
場
　
関
谷
栄
治

電
話
七
ー
二
〇
一
九

電
話
七
ー
二
二
二
〇

毎月10日は
“交通安全家庭の日”

　
鱗
懸

　
　
覆

蒙
麓

懇
懸

灘
縫

難　
　
鍮

議
縢

麟

☆みんなで参加しよう☆

　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　繊　　　　　　　　嚢　　　　　　　鋸
　　　　　瀧　　　羅　疑撫

6月25日（第4日曜日）
7月2日（第1日曜日）

　
6
月
2
5
日
（
第
4
日
曜
日
）
・
7
月

2
日
（
第
1
日
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
る

第
1
4
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代
大
会

の
大
会
実
施
種
目
・
日
程
等
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
6
月
25
日
◆

◇
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
会
場
　
松
代
高
・
松
代
小
体
育
館

◇
卓
球
（
高
校
生
・
一
般
）

　
　
会
場
　
松
代
高
校
格
技
場

◇
開
会
式
は
8
時
3
0
分
か
ら

　
　
会
場
　
松
代
高
校
体
育
館

◇
閉
会
式
は
午
後
4
時
か
ら

　
　
会
場
　
松
代
高
校
体
育
館

◆
7
月
2
日
◆

◇
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
婦
人
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
　
会
場
　
松
代
小
学
校
体
育
館

◇
バ
ド
・
・
、
ン
ト
ン

　
　
（
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般
）

　
　
会
場
　
松
代
高
校
体
育
館

◇
開
会
式
は
8
時
3
0
分
か
ら

　
　
会
場
　
松
代
小
学
校
体
育
館

◇
閉
会
式
は
各
会
場
ご
と
に
競
技
終
了

　
し
だ
い
行
な
い
ま
す
。

人ロのうこき

6月1日現在

1，954（十2〉
3，787（十9）
3，849（十　5）

7，636（十14）

世帯数

人口男

　　女

　　計

5
　
3

　
2

28

亡
出
計

死
転
減

3
　
9

¶
』
　
ワ
～

42

獣
騨（7）



（8）

融
領
欄
蚕
琶
趣
鷺
藷
に
慧
謝
加
訥
鞭
総

△
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
す
▽

　
昔
か
ら
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と

か
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
町
で
は
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
家
庭
を
対
象
に
家
庭
教
育
学
級
を

計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
級
は
来
年
春
、
小
学
校
に
入

学
さ
れ
る
幼
児
の
教
育
の
重
要
性
に
か

ん
が
み
、
よ
り
よ
い
家
庭
教
育
の
効
果

を
あ
げ
る
べ
く
知
識
を
養
う
こ
と
を
目

標
に
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　
少
し
で
も
家
庭
で
の
し
つ
け
に
役
立

て
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、
学
級
に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
り

た
い
こ
と
は
町
公
民
館
（
電
話

二
三
〇
一
）
に
照
会
下
さ
い
。

　　　　◇第1回は6月18日です◇

　　　　・内容　　　〃家庭教育の重要性について〃

　　　　・講師　　奴奈川中学校教頭大口昭治先生

学習時間

七
ー

”
学
級
の
あ
ら
ま
し
”

・
開
設
者
　
　
～
町
教
育
委
員
会

・
実
施
機
関
　
～
町
公
民
館

・
対
象
者
　
　
～
来
年
春
、
小
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
入
学
す
る
お
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
を
お
持
ち
の
家
庭

・
集
い
の
場
所
～
町
総
合
セ
ン
タ
ー

。
学
習
時
間
　
～
一
回
約
3
時
間

　
　
　
　
　
　
　
年
6
回
の
学
習
を
計

　
　
　
　
　
　
　
画
し
て
い
ま
す
。

・
通
信
学
習
　
～
2
ケ
月
に
一
回
の
予

　
　
　
　
　
　
定
で
対
象
家
庭
に
配

　
　
　
　
　
　
布
し
ま
す
。

支
芸㊥

8：3（卜9：00 9：00～10：00

休
憩

10：30∩、引1　：45

受　付 親と子
のゲーム

親　～学　習

子供～保母さんと遊戯

嵐計
～

ヤ
い

本

差
4

　

柳
　
常
　
仙

湧
く
水
の
ほ
と
り
蕗
の
苔
二
つ
三
つ

五
月
晴
水
道
検
針
せ
わ
し
そ
う

明
け
や
ら
ぬ
万
寧
山
仏
法
僧
な
き

植
え
終
い
し
門
田
の
実
り
念
じ
つ
つ

遠
雷
の
音
慈
雨
の
来
る
き
ざ
し

夏
枯
の
渋
海
の
流
れ
に
糸
を
た
れ

　
少
年
達
の
自
主
・
自
立
の
心
を
養
い

明
る
く
、
逞
し
い
少
年
の
育
成
を
目
的

に
ス
タ
ー
ト
し
た
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
も
今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
高
校
生
、
中
学
生
も
仲
間

に
加
わ
り
、
団
長
の
万
羽
卓
司
氏
を
は

じ
め
有
志
の
指
導
者
の
皆
さ
ん
も
、
よ

り
一
層
充
実
し
た
活
動
に
し
よ
う
と
は

り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
笛
の
練
習
、
結
索
法
・

探
鳥
会
へ
の
参
加
、
手
旗
信
号
、
地
図

の
見
方
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
、
遠
足
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
等

で
す
。
活
動
日
は
毎
月
の
第
2
・
第
4

日
曜
日
、
少
林
寺
山
を
中
心
に
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

”
郵
便
局
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ
”

受
領
証
は
必
ず

　
　
　
お
受
け
取
り
下
さ
い

　
郵
便
貯
金
の
預
け
入
れ
や
保
険
金
の

お
支
払
い
を
お
勤
め
先
や
御
自
宅
等
．
．
．

郵
便
局
以
外
で
お
取
り
扱
い
す
る
と
き

に
は
、
必
ず
預
入
金
や
通
帳
、
証
書
な

ど
と
引
き
換
え
に
、
正
規
の
受
領
証
を

お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　
お
確
め
の
上
、
必
ず
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


